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合否判定方法  
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採点方法と合否判定方法（ルール）を知っておくことは、受験者（プレーヤー）として、極めて重要

なことです。受験者は、下記を熟知した上で、試験準備を行ってください。 

（但し、下記は、通訳案内士試験ガイドライン、ＪＮＴＯ、観光庁、ＪＴＢの知人、友人から聞いた話をベースに

して、私が推定したものですので、事実と異なる可能性もあります。予め、ご了解の上、お読みください。） 

 

【１】採点票 (Evaluation Form) 
通訳案内士試験ガイドラインに記載されていることを基にして「採点票」を作成すると、下記の

ようになります。 
 

採点票 (Evaluation Form) 
評価項目 評価点（５点満点） コメント 総合判定 

①プレゼンテーション 点  

②コミュニケーション 点  

③文法及び語彙 点  

④発音及び発声 点  

 

  ⑤ホスピタリティー（やる気、熱意）（入室から退出までホスピタリティーの精神で！） 

 

【２】採点方法（推定） 

日本人試験官および外国人試験官は、4つの評価項目（５点満点）について、５段階の評価を

します。 

 

【３】評価点と合否判定（推定） 

合否は、評価点の合計点ではなく、個々の評価項目の評価点で判定されます。 

●評価点が、３点～５点は合格、１点～２点は不合格となります。 

●４つの評価項目の中で、１項目でも１点～２点があれば、その受験者は、総合判定で不合 

  格となります。 

 

   ５点：（合格）  Excellent  

   ４点：（合格）  Very good  

   ３点：（合格）  Good 

２点：（不合格）  Poor 
１点：（不合格）  Very poor 

  

【４】最終的な合否判定方法（推定） 

（1）総合判定が、二人の試験官がともに「合格」の場合は、「合格」となります。 

（2）総合判定が、二人の試験官がともに「不合格」の場合は、「不合格」となります。 

（3）総合判定が、一人が「合格」、一人が「不合格」の場合は、「不合格」とした評価項目につい 

  て、（コメントを参考にしながら）両者が協議をして、最終的な合否を決めます。



 

 


